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１．実態と課題 

＜令和５年度＞ 

児童一人あたりの貸し出し冊数 ７８冊 

 ・休み時間の来館者が少ない。 

 ・時間割に割り当てられているはずの図書の時間に，来館がない。（高学年） 

 

●探求学習の実態 

 自ら課題をもち，その探求に必要な情報を収集しようという意欲はある。また， 

友達と課題を共有し，進んで話し合ったり考えを深めたりする様子が見られる。 

しかし，集めたい資料の中から必要なものを選び出し，それらを有効に活用すること

においてまだ弱さが見られる。 

●今年度の課題 

 複数の資料の中から必要な情報を収集・選択し，適切に活用する力を高める。 



 

２．今年度の取り組み 

①読書センターの充実 

・「はじめてのものがたり」コーナーを新設 

 

 絵本から児童書への 

                               ステップアップ 

 

 

・シールラリー                 貸し出し意欲の向上 

                              →目標の可視化 

                       

                           

字のたくさんある本は

読めるかな？ 

どうやって選べば 

いいのか分からない… 

今，何冊ですか？ 

達成するごとにシールラリーカードの色

が変わるので，達成感がさらに UP。 

「児童書を読ませたいけれど子ども

が選べない。」という低学年の担任の

声を受け，司書が９類の本の中から，

文字が大きく挿絵も豊富な良書を選

書し『はじめてのものがたり』の棚へ

配架。トップネット（図書館システム）

でも別置登録に変更。 

低学年でもわかりやす

いように，請求ラベル

の上にピンクシールを

貼付して配架。 



・読書旬間 

      

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書の木 
図書委員会おすすめの本 

縦割り班読み聞かせ 委員会イベント ハッピーおみくじ＆読書ビンゴ 



・うちどく         子どもたちの感想  

  

 

 

 

お家の方からの声 

 

 

 

 

  

 

 

・一緒に読書をして，同じ場面で笑ったり絵の中から登場人物を探したり， 

楽しめました。 

・家族が集まり，読み聞かせをしてもらったので，貴重な時間を過ごせました。

メディアから離れ，本を読む機会をつくることは大切だと感じました。 

・今，子どもがどんなことに興味があるのか，読んでいる本で分かりました。 

 おすすめの本を教えてもらったので，読んでみたいと思います。 

・感情をこめて絵本の読み聞かせをしてくれ，お話を聞く側もその世界に入り

込めて，とても楽しかったです。 

・読んでいる本の感想を伝え合うということをあまりしていなかったので， 

親子のとてもよい時間になりました。 

・いつもは音読を聞いてもらうけれど，「うちどく」で久しぶりに絵本を読んで

もらってうれしかったです。 

・家族にお話を読み聞かせしました。みんなが「上手。」と言ってくれたので， 

 またやりたいです。 

・家族で本を読みました。いつもは１人だけど，みんなで同じお話のことを話

せるのは楽しいなと思いました。 



・朝読書（月曜の朝活動は，朝読書と設定） 

 

 

 

 

 

 

・ボランティアや司書による読み聞かせ （学年や季節に応じた本を読み聞かせ） 

 

 

 

 

 

どんなお話を読んで

もらえるのかな。 

こんなお話だったん

だ！ 

今度は自分で借りて，

読んでみようかな。 

朝読書をすることで， 

●落ち着いて１日をスタートさせる

ことができる！ 

●活字に集中することで，スムーズに

学習に取り組む準備が整う！ 

し～んとした教室でじっくり本を読みます 



学習している単元の関連本を展示 

季節に合わせた展示 

全校朝会で校長先生が紹介された本の展示 

授業で作成した成果物と関連本の展示 

・月ごとの図書館前掲示や館内展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図書館の３つの機能「読書センター」

「学習センター」「情報センター」に 

合わせた指導の重点に変更。 

教科書の変更等に伴い，「学校図書館年

間活用計画」も新たに作成。今後も更新

していきます。 

➁学習センターの充実 

学校図書館全体計画の見直し     学校図書館活用計画の作成と追加・修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



レファレンスサービスと 

教室貸し出し 

 

 

 

 

 

 

             シンキングツールの説明と設置 

 

 

 

 

レファレンスシートや C4th を活用し

て、忙しい先生方と司書とのコミュニケ

ーションを図っている。 

最近はロイロノートのツールを

使用することが多くなりました

が，図書館前にもシンキングツー

ルのプリントを設置。図書館での

調べ学習だけでなく，自主学習や

休み時間でも自由に利用できる

ようにしている。 



図書館と連携した授業 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
全校防災教室に向けて図書館

でも防災関連展示を行った。 

防災関連の図書資料を公共からも借り

て図書館に配置。図書の時間や休み時間

に防災の本を読み，防災教室への意識づ

けの一助になった。 

特別支援学級も，図書館でタブレットと図書資

料をうまく両立させて調べ学習を行った。 

国語でおすすめの本の POP を書いた４年生。POP と本を  

一緒に図書館で展示し，自分の紹介本が借りられると大喜び！ 

図書資料で野菜の育て方を調べ，自分たちが

育てた野菜の成長を記録。（２年生） 



➂情報センターの充実 

新聞コーナーの設置         新聞掲示用板設置 

 

 

百科事典の使い 

 

 

 

百科事典の使い方の説明（４年生） 

 

 

 

 

２・３週間ごとに１度，司書や図書委員が

気になる新聞記事をピックアップ。関連

本と一緒に図書館前に展示。 

一人で読むよりも，休み時

間に友だちと読むのが 

楽しい！ 

司書が百科事典（ポプラディア）の特徴

や使い方を説明。「はてなシート」を  

使って調べる練習を行った。 



書架・館内整美 

知識絵本・小型絵本の棚設置（登録修正・ラベル張替え）               教科書の棚整美 

 

 

 

 

 

 

「図書館のやくそく」「館内図」「書架サイン」の整美 

 

 

 

 

０～９類に分類されていた

絵本や，「絵本」としてひとま

とめに分類されていた本を，

「物語絵本」「知識絵本」「小

さい絵本」の３つに新たに分

類し，図書システムの登録も

変更。丸ラベルで色分けをし

て各棚を設置。絵本のみ貸出

している１年生でも読める

知識の本が増え，選択の幅が

広がる。 
教科書の変更に伴い教科書の本棚を整

美。来年度も教科書移行に伴い整美予定。 

大きく色分けされて見やすい

書架サイン。 

絵本の分類棚が増えたことで

配架が変わったため，館内図

も変更。 

「図書館のやくそく」を

見やすく館内に掲示。 



➃中学校区連携 

・中学校区３校連携  

①活用推進研究会（図書館担当教諭＋司書）にて活動内容のすりあわせ 

②中学校区３校司書会にて『亀早モデル（案）』の作成  

・図書館だよりの交換（図書館内に掲示）      ・『亀早モデル』 

 

 

 

  

 

 

 

 

全国学校図書館協議会の指導体系表

を基に，小中の司書で学年の目標を

設定。「案」を各校に持ち帰り，各校

の実態に応じた指導の重点を設定。 



３．図書館を活用した実践 『亀早モデル』を意識した授業実践 
 

 

 

 

 

 

５年 国語「新聞記事を読み比べよう」 

 

 

 

 
新聞記事には，「見出し」「リード」「本文」「写真」があることや，その効果

について，「新聞」に関連する図書を利用して，学習を進めました。 

 

実際の新聞を読み比べ，書き手が「１番伝えたかったこと」

は何なのかを話し合う授業を行いました。 



４．成果と課題 

①図書館全体計画を見直し，図書館の機能である「読書」「情報」「学習」に分けて記載 

→指導の重点が明確化 

 

②レファレンス数の増加 R５年度は１６件 

            R６年度は２５件（１２月末現在） 

→図書館活用が増えた 

 

③中学校区で統一した「亀早モデル」を作成 

→小中で連携した図書館活用指導が可能になった 

 

④様々な図書館イベントを行ったり，展示や掲示を工夫したりした 

→休み時間の来館者数・貸し出し数増加 

図書館へ，行ってこようかな！ 



メディアの活用 

ネット情報を進んで活用しているが，情報が過多であることから，自分にとって，必要な

情報のみを読み取ることが難しい様子が見られる。また，その情報が真実であるかどうかを

正しく判別することができない。 

→メディア（ネット・図書・新聞等）の特徴を理解し，適切に使用する力を身に付ける指導が必要である。 

著作権に関する意識の向上 

 図書やネット情報を活用する際，著作権に気を付けながら要約・引用する能力を身に付けるために，中学年 

から段階的にネットリテラシーを学ぶ機会を設ける。 

学校図書館活用計画の見直し 

 児童の実態に合わせ，今後も随時図書館活用計画の見直しを図る。 

新聞の活用推進 

 今年度，新聞を活用した授業を中・高学年で行った。今後も図書館が率先し，新聞をより身近に感じられる 

方法を検討していく。 


